
 

 

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 会 計 規 程 の一 部 を改 正 する規 程 をここに公 布 する。 

平 成 24年 ３ 月 31日  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団    

企 業 長  竹 山  修 身    

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 16号  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 会 計 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 会 計 規 程 （ 平 成 23年 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理 規 程

第 27号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に  

下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正後  改 正前  

 
（ 口座 振 替 に よ る納 入 の通 知 及 び 納 付の 方
法 ）  
第 24条  （ 略 ）  
２  収 支 等 執 行 者は 、 出納 取 扱 金 融 機関 等

に 預金 口 座 を 設 けて い る納 入 義 務 者 から
口 座振 替 に よ る 納付 の 申出 が あ っ た とき
は 、第 21条 第 １ 項の 規 定に か か わ ら ず、
当 該納 入 に 係 る 納入 通 知書 又 は そ の 内容
を 記録 し た 電 磁 的記 録 を当 該 出 納 取 扱金
融 機関 等 に 送 付 しな け れば な ら な い 。  

３  （ 略 ）  
 
（ 前渡 資 金 の 保 管方 法 及び 利 子 の 処 理）  
第 39条  資 金 前 渡 職 員 は 、 善 良 な 管 理 者 と

し て の 注 意 を 払 い 、 直 ち に 支 払 を す る 場
合 以 外 は 、 前 渡 を 受 け た 資 金 を 金 融 機 関
に 預 金 し 、 又 は 堅 固 な 金 庫 等 に 保 管 し な
け れば な ら な い 。  

２ －３  （ 略 ）  
 
（ 出納 の 通 知 ）  
第 63条  （ 略 ）  

(1) 納 入 通知 書（ そ の 内容 を 記 録 し た電
磁 的記 録 を 含 む 。）、納 付 書 、払 込 書
又 は返 納 通 知 書 によ る 収入 の 通 知  

(2) （ 略 ）  
 
（ 収納 金 の 領 収 と収 納 通知 書 ）  
第 64条  収 納 取 扱金 融 機関 は 、納入 通 知 書 、

納 付書 、 払 込 書 又は 返 納通 知 書 に 添 えて
現 金を 受 領 し た とき は 、領 収 印 を 押 印し
て 領収 証 書 を 納 入義 務 者に 交 付 す る とと
も に、 収 納 済 通 知書 を 、受 領 し た 日 から
起 算し て 日 曜 日 等を 除 いた ３ 日 目 に 出納
取 扱金 融 機 関 に送付 しなければならない。 

２  出 納 取 扱 金 融機 関 は、 前 項 の 規 定に よ
り 送付 を 受 け た 収納 済 通知 書 を そ の 翌日
に金 銭 出納 員 に送 付 しなければならない。 

 
３  前 ２ 項 の 規 定は 、 出納 取 扱 金 融 機関 が

 
（ 口座 振 替 に よ る納 入 の通 知 及 び 納 付の 方
法 ）  
第 24条  （ 略 ）  
２  収 支 等 執 行 者は 、 出納 取 扱 金 融 機関 等

に 預金 口 座 を 設 けて い る納 入 義 務 者 から
口 座振 替 に よ る 納付 の 申出 が あ っ た とき
は 、第 21条 の 規 定に か かわ ら ず 、 当 該納
入 に係 る 納 入 通 知書 を 当該 出 納 取 扱 金融
機 関等 に 送 付 し なけ れ ばな ら な い 。  

 
３  （ 略 ）  
 
（ 前渡 資 金 の 保 管方 法 及び 利 子 の 処 理）  
第 39条  資 金 前 渡職 員 は、 善 良 な 管 理者 と

し ての 注 意 を 払 い、 直 ちに 支 払 を す る場
合 以外 は 、 前 渡 を受 け た資 金 を 金 融 機関
に 預金 し 、 又 は 堅固 な 金庫 に 保 管 し なけ
れ ばな ら な い 。  

２ －３  （ 略 ）  
 
（ 出納 の 通 知 ）  
第 63条  （ 略 ）  

(1) 納 入 通知 書 、納 付 書 、払込 書 又 は 返
納 通知 書 に よ る 収入 の 通知  

 
(2) （ 略 ）  

 
（ 収納 金 の 領 収 と収 納 通知 書 ）  
第 64条  収 納 取 扱金 融 機関 は 、納入 通 知 書 、

納 付書 、 払 込 書 又は 返 納通 知 書 に 添 えて
現 金を 受 領 し た とき は 、領 収 印 を 押 印し
て 領収 証 書 を 納 入義 務 者に 交 付 す る とと
も に、 収 納 済 通 知書 を 即日 又 は そ の 翌日
に 出納 取 扱 金 融 機関 に 送付 し な け れ ばな
ら ない 。  

２  出 納 取 扱 金 融機 関 は、 前 項 の 規 定に よ
り 送付 を 受 け た 収納 済 通知 書 を 即 日 又は
そ の翌 日 に 金 銭 出納 員 に送 付 し な け れば
な らな い 。  

３  第 １ 項 の 規 定は 、 出納 取 扱 金 融 機関 が



 

 

取り扱う収 納 金の領 収について準 用する。 
 
 
 
４  第 １ 項 に お いて 、 現金 の 代 わ り に証 券

を 受領 し た 場 合 の取 扱 いに つ い て は 、第
31条第 ２ 項 の 規 定を 準 用す る 。  

 
（ 月計 対 照 表 及 び日 計 表の 送 付 ）  
第 71条  （ 略 ）  
２  出 納 取 扱 金 融機 関 は、 毎 日 （ 日 曜日 等

を 除く 。 ） 現 金 の収 入 、支 出 及 び 残 高に
つ いて 、 収 支 残 高日 報 を作 成 し 、 翌 日に
金 銭出 納 員 に 提 出し な けれ ば な ら な い。  

 
 
（ 直購 入 ）  
第 93条  経 営 管 理 部 長 は 、 消 耗 品 及 び 第 76

条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 物 品 の う ち 、 購 入
後 直 ち に 使 用 す る 予 定 の も の で 、 直 接 当
該 予 算 科 目 の 支 出 と し て 処 理 す る こ と が
で きる も の を 定 める こ とが で き る 。  

 
 
（ 入札 及 び 契 約 の手 続 ）  
第 104条  （ 略 ）  
２  収 支 等 執 行 者 は 、 当 初 の 契 約 が 次 に 掲

げ る も の に つ い て は 、 事 業 施 行 の 決 定 を
行 っ た 上 で 契 約 検 査 課 長 に 入 札 及 び 契 約
の 手続 を 依 頼 し なけ れ ばな ら な い 。  
(1) 工 事 又 は 製 造 の 請 負 契 約 の う ち 設 計

金 額 又 は 積 算 金 額 が １ 件 250万 円 を 超
え る も の で 電 子 入 札 （ 大 阪 広 域 水 道 企
業 団 電 子 入 札 シ ス テ ム （ 以 下 「 電 子 入
札 シ ス テ ム 」 と い う 。 ） の プ ロ グ ラ ム
を 使 用 し て 、 電 磁 的 記 録 の 送 受 信 に よ
り 執 行 す る 入 札 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）
に よる も の  

(2) 測 量 ・建 設 コ ン サ ルタ ン ト 等 の 委託
契 約の う ち 設 計 金額 又 は積 算 金 額 が １
件 100万 円 を超 えるもので電 子入 札 によ
る もの  

(3) 委 託 契 約 （ 測 量 ・ コ ン サ ル タ ン ト 等
に 係 る 委 託 契 約 を 除 く 。 ） の う ち 設 計
金 額 又 は 積 算 金 額 が １ 件 100万 円 を 超
え るも の  

(4) 有 形 固 定 資 産 （ 土 地 を 除 く 。 ） 、 物
品 及 び た な 卸 資 産 （ 以 下 「 物 件 」 と い
う 。 ） の 購 入 に 係 る 契 約 の う ち 購 入 予
定 価格 が１件 160万 円 を超 えるもの及 び
物 件 の 借 入 に 係 る 契 約 の う ち 設 計 金 額
又 は 積 算 金 額 が 80万 円 を 超 え る も の で
電 子入 札 に よ る もの  

 
３  収 支 等 執 行 者 は 、 前 項 の 手 続 を 経 て 契

約 を 締 結 し た も の に つ い て 、 変 更 を 要 す
る 場 合 に つ い て も 、 契 約 検 査 課 長 に 契 約
手 続の 依 頼 を し なけ れ ばな ら な い 。  

取り扱う収 納 金の領 収について準 用する。
こ の場 合 に お い て、「 出 納取 扱 金 融 機 関 」
と ある の は 、 「 金銭 出 納員 」 と 読 み 替え
る もの と す る 。  

４ 第 １項 の証 券受 領 の取 扱 いについては、
第 31条 第 ２ 項 の 規定 を 準用 す る 。  

 
 
（ 月計 対 照 表 及 び日 計 表の 送 付 ）  
第 71条  （ 略 ）  
２  出 納 取 扱 金 融機 関 は、 毎 日 （ 日 曜日 等

を 除く 。 ） 現 金 の収 入 、支 出 及 び 残 高に
つ いて 、 収 支 残 高日 報 を作 成 し 、 ３ 日以
内 に金 銭 出 納 員 に提 出 しな け れ ば な らな
い 。  

 
（ 直購 入 ）  
第 93条  経 営 管 理部 長 は、 消 耗 品 及 び第 76

条 第１ 項 各 号 に 掲げ る 物品 の う ち 、 購入
後 直ち に 使 用 す る予 定 のも の で 、 直 接当
該 予算 科 目 の 支 出と し て処 理 す る こ とが
で きる も の を 企 業長 の 決裁 を 受 け て 定め
る こと が で き る 。  

 
（ 入札 及 び 契 約 の手 続 ）  
第 104条  （ 略 ）  
２  収 支 等 執 行 者は 、 当初 の 契 約 が 次に 掲

げ るも の に つ い ては 、 事業 施 行 の 決 定を
行 った 上 で 事 業 管理 部 長に 入 札 及 び 契約
の 手続 を 依 頼 し なけ れ ばな ら な い 。  
(1) 工 事 又は 製 造 の 請 負の う ち 設 計 金額

又 は積 算 金 額 が １件 250万円 を 超 え る
も ので 競 争 入 札 によ る もの  

 
 
 
 
 
(2) 測 量 ・建 設 コ ン サ ルタ ン ト 等 の 委託

の うち 設 計 金 額 又は 積 算金 額 が １ 件
100万円 を超えるもので競 争 入 札による
も の  

 
 
 
 
(3) 有 形 固定 資 産 （ 土 地を 除 く 。 ） 、物

品 及び た な 卸 資 産（ 以 下「 物 件 」 と い
う 。） の 購 入 の うち 購 入予 定 価 格 が １
件 160万 円 を超 えるもので競 争入 札 によ
る もの  

 
 
(4) そ の 他企 業 長 が 別 に定 め る も の  

３  収 支 等 執 行 者は 、 前項 の 手 続 を 経て 契
約 を締 結 し た も のに つ いて 、 変 更 を 要す
る 場合 に つ い て も、 事 業管 理 部 長 に 契約
手 続の 依 頼 を し なけ れ ばな ら な い 。  



 

 

４  契 約 検 査 課 長 は 、 前 ２ 項 の 規 定 に よ り
入 札 及 び 契 約 の 手 続 の 依 頼 が あ っ た と き
は 、 入 札 及 び 契 約 に 必 要 な 手 続 を 執 る も
の とす る 。  

 
 
 
 
 
（ 一般 競 争 入 札 の公 告 ）  
第 108条  一 般 競 争入 札 の公 告 は 、入 札 の 日

前 ５ 日 （ 緊 急 の 必 要 が あ る 場 合 に お い て
は 、 入 札 の 日 の 前 １ 日 ） ま で に 、 電 子 入
札 シ ス テ ム へ の 登 載 、 新 聞 紙 へ の 登 載 、
掲 示 そ の 他 の 方 法 に よ り 、 次 の 各 号 に 掲
げ る事 項 を 公 告 しな け れば な ら な い 。  
(1)― (7) （ 略 ）  

２  （ 略 ）  
 
（ 一 般 競 争 入 札 又 は 指 名 競 争 入 札 の 予 定 価
格 等）  
第 113条  収 支 等 執行 者 は、一 般 競争 入 札 又

は 指 名 競 争 入 札 に 付 す る 事 項 の 予 定 価 格
を 記 載 し 、 又 は 記 録 し た 書 面 を そ の 内 容
が 認 知 で き な い 方 法 に よ り 、 開 札 の 際 こ
れ を開 札 場 所 に 置か な けれ ば な ら な い。  

 
 
 
 
２  低 入 札 価 格 調査 基 準価 格（ 自治 令 第 167

条 の 10第 １ 項 又 は 自 治 令 167条 の 10の ２
第 ２ 項 の 規 定 に よ り 予 定 価 格 の 制 限 の 範
囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 申 込 み を し た
者 又 は 落 札 者 と な る べ き 者 を 落 札 者 と し
な い こ と と す る か 否 か を 決 定 す る た め に
そ の 申 込 み に 係 る 価 格 に よ っ て は そ の 者
に よ り 当 該 契 約 の 内 容 に 適 合 し た 履 行 が
な さ れ な い お そ れ が あ る か ど う か に つ い
て の 調 査 を 開 始 す る 場 合 の 基 準 と な る 価
格 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ）
を設 けたとき又 は自 治 令 第 167条 の10第２
項 の 規 定 に よ り 最 低 制 限 価 格 を 設 け た と
き は、前 項 の書 面 に 併 せ てこ れ を 記 載 し 、
又 は記 録 し な け れば な らな い 。  

 
 
 
 
 
３  収 支 等 執 行 者 は 、 入 札 及 び 契 約 の 手 続

の 透 明 性 の 向 上 を 図 る た め 必 要 が あ る と
認 め る と き は 、 開 札 ま で に 予 定 価 格 、 低
入 札 価 格 調 査 基 準 価 格 又 は 最 低 制 限 価 格
を 公 表 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お
い て 、 予 定 価 格 を 事 前 に 公 表 す る と き は
第 １ 項 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 低 入 札 価 格 調
査 基 準 価 格 又 は 最 低 制 限 価 格 を 事 前 に 公

４  事 業 管 理 部 長は 、 前２ 項 の 規 定 によ り
入 札及 び 契 約 の 手続 の 依頼 が あ っ た とき
は 、入 札 及 び 契 約に 必 要な 手 続 を 執 るも
の とす る 。  

５  事 業 管 理 部 長は 、 第２ 項 の 入 札 及び 契
約 の手 続 に 係 る 事務 で 企業 長 が 別 に 定め
る もの を 同 項 の 規定 に より 依 頼 を 行 った
収 支等 執 行 者 に 行わ せ るこ と が で き る。  

 
（ 一般 競 争 入 札 の公 告 ）  
第 108条  一 般 競 争入 札 の公 告 は 、入 札 の 日

前 ５日 （ 緊 急 の 必要 が ある 場 合 に お いて
は 、入 札 の 日 の 前１ 日 ）ま で に 、 大 阪広
域 水道 企 業 団 公 報、 イ ンタ ー ネ ッ ト 、新
聞 紙へ の 登 載 及 び掲 示 その 他 の 方 法 によ
り 、公 告 し な け れば な らな い 。  
(1)― (7) （ 略 ）  

２  （ 略 ）  
 
（ 一般 競 争 入 札 又は 指 名競 争 入 札 の 予定 価
格 等）  
第 113条  収 支 等 執行 者 は、一 般 競争 入 札 又

は 指名 競 争 入 札 に付 す る事 項 の 予 定 価格
を 記載 し 、 又 は 記録 し た書 面 を そ の 内容
が 認知 で き な い 方法 に より 、 開 札 の 際こ
れ を開 札 場 所 に 置か な けれ ば な ら な い。
た だし 、 収 支 等 執行 者 が入 札 及 び 契 約の
手 続の 透 明 性 の 向上 を 図る た め 必 要 があ
る と認 め て 当 該 入札 執 行前 に そ の 予 定価
格 を公 表 す る と きは 、 この 限 り で な い。  

２  低 入 札 価 格 調査 基 準価 格（ 自治 令 第 167
条 の 10第 １ 項 又 は自 治 令 167条 の 10の ２
第 ２項 の 規 定 に より 予 定価 格 の 制 限 の範
囲 内で 最 低 の 価 格を も って 申 込 み を した
者 又は 落 札 者 と なる べ き者 を 落 札 者 とし
な いこ と と す る か否 か を決 定 す る た めに
そ の申 込 み に 係 る価 格 によ っ て は そ の者
に より 当 該 契 約 の内 容 に適 合 し た 履 行が
な され な い お そ れが あ るか ど う か に つい
て の調 査 を 開 始 する 場 合の 基 準 と な る価
格 をい う 。 以 下 この 項 にお い て 同 じ 。）
を設 けたとき又 は自 治 令 第 167条 の10第２
項 の規 定 に よ り 最低 制 限価 格 を 設 け たと
き は、前 項 の書 面 に 併 せ てこ れ を 記 載 し 、
又 は記 録 し な け れば な らな い 。 た だ し、
収 支等 執 行 者 が 入札 及 び契 約 の 手 続 の透
明 性の 向 上 を 図 るた め 必要 が あ る と 認め
て 当該 入 札 執 行 前に そ の低 入 札 価 格 調査
基 準価 格 又 は 最 低制 限 価格 を 公 表 す ると
き は、 こ の 限 り でな い 。  

３  収 支 等 執 行 者は 、 入札 及 び 契 約 の手 続
の 透明 性 の 向 上 を図 る ため 必 要 が あ ると
認 める と き は 、 第１ 項 の規 定 に か か わら
ず 、開 札 ま で に 予定 価 格、 低 入 札 価 格調
査 基準 価 格 又 は 最低 制 限価 格 を 公 表 する
こ とが で き る 。  

 
 



 

 

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成 24年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

表 するときは第 ２項 の規 定 は適用 しない。 
４  電 子 入 札 に よ り 落 札 者 を 決 定 す る と き

は 、 電 子 入 札 シ ス テ ム に 予 定 価 格 、 低 入
札 価 格 調 査 基 準 価 格 又 は 最 低 制 限 価 格 を
登 録す る も の と する 。こ の場 合 に お い て 、
第 １項 及 び 第 ２ 項の 規 定は 適 用 し な い。  

 
（ 検査 依 頼 ）  
第 126条  （ 略 ）  

(1) 工 事 又 は 製 造 の 請 負 契 約 で 検 査 の 依
頼 を し よ う と す る と き の 契 約 金 額 が １
件 250万 円 を 超 え るも の  

(2) 測 量 ・ 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 等 の 委 託
契 約 で 検 査 の 依 頼 を し よ う と す る と き
の契 約金 額 が１件 100万 円 を超 えるもの 

 
 
 
２ ・３  （ 略 ）  
 
（ 債務 負 担 行 為 ）  
第 136条  経 営 管 理部 長 は 、次 年 度 以 降 にわ

た っ て 債 務 負 担 行 為 を し よ う と す る 場 合
は 、 そ の 理 由 、 目 的 、 行 為 を な す べ き 年
度 及 び 限 度 額 を 定 め 、 企 業 長 の 決 裁 を 受
け なけ れ ば な ら ない 。  

 
 
別 表第 １ （ 第 ３ 条関 係 ）  別 紙 の と おり  
 
別 表第 ４ （ 第 13条関 係 ）  別 紙 の と おり  
 
別 表第 ５ （ 第 38条関 係 ）  別 紙 の と おり  
 

 
 
 
 
 
 
 
（ 検査 依 頼 ）  
第 126条  （ 略 ）  

(1) 工 事 又は 製 造 の 請 負で 検 査 の 依 頼を
しようとするときの契 約 金額 が１件 250
万 円を 超 え る も の  

(2) 測 量 ・建 設 コ ン サ ルタ ン ト 等 の 委託
で 検査 の 依 頼 を しよ う とす る と き の 契
約 金額 が １ 件 100万円 を 超え る も の  

(3) そ の 他企 業 長 が 別 に定 め る も の で、
収 支等 執 行 者 が 事業 管 理部 長 に 入 札 及
び 契約 の 手 続 を 依頼 し たも の  

２ ・３  （ 略 ）  
 
（ 債務 負 担 行 為 ）  
第 136条  所 属 長 は、建 設又 は 改 良 に 要す る

経 費の う ち 、 次 年度 以 降に わ た っ て 債務
負 担行 為 を し よ うと す る場 合 は 、 そ の理
由 、目 的 、 行 為 をな す べき 年 度 及 び 限度
額 を定 め 、 企 業 長の 決 裁を 受 け な け れば
な らな い 。  

 
別 表第 １ （ 第 ３ 条関 係 ）  別 紙 の と おり  
 
別 表第 ４ （ 第 13条関 係 ）  別 紙 の と おり  
 
別 表第 ５ （ 第 38条関 係 ）  別 紙 の と おり  
 


